
こ
の
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、
学
校
当
局
は
赤
羽
の
八
島
玉
仙
寄
贈
地
所

(
8
6
2
頁
参
照
）
に
寄
宿
舎
を
作
る
こ
と
を
計
画
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
初
め

て
本
校
の
寄
宿
舎
（
男
子
寮
）
が
で
き
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
に
石
川
信
夫
と

石
田
正
幸
が
舎
監
に
任
命
さ
れ
、
校
内
居
住
生
徒
た
ち
と
共
に
入
居
し
た
。
生

徒
用
の
部
屋
は
十
二
室
あ
り
、

一
室
に
二
、
三
名
ず
つ
入
居
し
、
寄
宿
料
は

一

作 臨 生 作 生

II 業II 旦業 II II II II II II II II 

員 員 徒 員 徒
”
 

臨
時
職
員

”
 

雇
”
 

”
 

作

業

員
II ”” 
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標
本
室

陳
列
館
別
館

II 

職
員
食
堂

物

置

＇．

II II 

倶
楽
部

物

置II II II 

陳
列
館
別
館

倶
楽
部

職
員
食
堂

雑
屋
建
物

II 

物

置
雑
屋
建
物

梅
林
食
堂
内
物
置

物

置”
 

職
員
食
堂

小
使
室

小
使
室

一
室
八
坪

一室

九
坪

一
室
八
坪

一
室
―
―
坪

二
室
五
・五
坪

一
室
六
坪

一室
四
・五
坪

二
室
二
五
坪

一
室
四
・五
坪

一室

八
坪

一
室
三
坪

一
室
三
坪

一
室
四
坪

一
八
室
六

0
坪

一
室
三

0
坪

一
室
―
二
坪

II 

一
室
六
坪

一室一―

-0坪

一
室
一
〇
坪

一
室
三
坪

一
室
―
―
一
坪

一
室
五
坪

一
室
八
坪

一
室
三
坪

2
6
名
士
古
聖
を
弔
す

2
7
飼
は
れ
た
る
猿
と
兎

28

雪

松

2

9

油

断

尾
竹

山
元

菊
池

竹
内

契
月
筆

栖
鳳
筆

春
挙
筆

国
観
筆

25 

雨

奔

竹
内

24 23 22 

辻木

説
間

の

法秋

野
田

し

ぐ

れ

木
島

下
村

桜
谷
筆

観
山
筆

九
浦
箪

栖
鳳
筆

日

本

画

カ
月
五
十
円
（
昭
和
二
十
四
年
度
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
倶
楽
部
内
に
は
翌

二
十
五
年
三
月
末
に
二
十

一
名
、
同
年
十
月
に
十
五
名
が
な
お
居
住
し
て
い

）̂。f
 ⑨

文
部
省
委
託
保
管
美
術
品

本
校
は
文
展
、
帝
展
、
新
文
展
に
お
け
る
政
府
買
い
上
げ
作
品
そ
の
他
を
文

部
省
の
委
託
に
よ
っ
て
保
管
し
て
い
た
。
現
在
の
図
書
館
玄
関
前
に
総
二
階
の

狭
い
土
蔵
が
あ
り
、
そ
こ
が
収
蔵
場
所
で
、
会
計
係
が
管
理
し
、
定
期
的
に
文

部
省
か
ら
検
査
に
来
た
。
こ
の
慣
わ
し
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
正
式
な
記

録
が
無
い
の
で
不
明
だ
が
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
の
保
管
委
託
更
新
文
書
が
現

存
し
て
お
り
、

ぉ‘

な

左
記
の
五
十
四
点
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
は
後
に
文
部
省
が
引
き
取
り
、
国
立
近
代
美
術
館
へ
管
理
替
え
さ

れ
た
。
ま
た
、
現
存
書
類
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
外
に
和
田
英
作
筆
「
お
う

な
」
、
中
沢
弘
光
筆
「
思
ひ
出
」
が
委
託
保
管
さ
れ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。

委
託
保
管
作
品
（
四
豆
攻
狂
繍
直
廷
濯
号
）
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75 74 

細牡

雨丹

林河
野

73 72 

鴨菊

徳
永

奥
村

観
林
筆

土
牛
筆

司
馬
筆

秋
祁
筆

71 70 

春

星

を

見

る

女

性

鈴

木

主

子

筆

太

田

聴

雨

筆

23 22 49 12 

大
工

芸

品

土
人
の
顔

H
（
石
膏
）

土
人
の
顔

□
（
同
右
）

怒

濤

晩

鐘

雄

石

良

山
崎

同

右朝
雲
作

北
村

同

右西
望
作

和

11 

67 66 64 

夕 耕

牛

翠
暉
筆

華
陽
筆

三
谷
十
糸
子
筆

，
 
れ

大
夢
作

文
夫
作

山
口

5
 

牛

買

し、

西
山

4
 
箭

調

山

か

ら

来

た

男

流

ベ

白
井

朝
倉

建
畠

朝
倉

61 

雪

11
合
,'ノ

2

閻

60 59 

宿 実

朝

平
福

松
岡

百
穂
鏑

映
丘
筆

玉
堂
箪

1

ゆ

あ

み

新
海
竹
太
郎
作

朝

倉

文

夫

作

雨
山
作

文
夫
作

ア

イ

ヌ

彫

刻

塑

造

55 

源

氏

色
紙
五
十
四
禎
張

）

語
（
交
屏
風
六
曲
一
双

不

明

制

文

同

54 

四

季

花

鳥

図
物

良
信
筆

55 46 

始瞭

蘭
~

字亭

中
村

不
折
筆

右

49 44 42 41 40 38 36 34 33 31 

夕

月

手

伝

漿

蜻

蛉

墨
田

川

の

舟

遊

大
坪

星
野

菊
池

鏑
木

池
上

契
月
筆

秀
畝
筆

竹
披
筆

芝
田
筆

麦
倦
筆

正
義
筆

空
外
筆

契
月
筆

清
方
筆

秀
畝
筆

33 30 

鞍

輻

耳
野
卯
三
郎
筆

草

光

信

成

筆

鉄 春管島渓

の；
絃女翠

29 23 16 

画

室

に

て

緒
方

霜残

の

朝

野
口

雪

長
原
孝
太
郎
筆

謙
造
筆

亮
平
箪

お

と

づ

れ

尾
竹

小
坂

土
田

西

洋

画

85 81 

洋

犬

図

山
口

麦

秋

初供

冬

灯

籠

大

臣

吉
村

西
村

灯

菊
池

池
上

80 79 

う

な

ひ

の

友

西
沢

笛
畝
筆

忠
夫
筆

五
雲
筆

華
陽
筆
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書
道
講
習
会
と
石
橋
犀
水

⑩
 

敗
戦
に
よ
っ
て
軍
国
主
義
日
本
が
崩
れ
去
る
や
、
政
府
は

G
H
Q
の
指
令
に

甚
づ
い
て
民
主
化
、
近
代
化
政
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
た
が
、
こ
れ
に
即
応
し

て
芸
術
の
分
野
で
は
ま
ず
民
主
化
、
近
代
化
の
方
法
と
し
て
西
欧
先
進
国
の
芸

術
を
手
本
と
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
恰
も
明
治
維
新
直
後
の
よ
う
に
西
欧

一
辺

倒
の
風
潮
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
戦
時
中
に
著
し
い
圧
迫
を
受
け
て
い
た
西
欧
芸

術
志
向
の
解
放
で
も
あ
り
、
展
覧
会
や
出
版
物
に
よ
っ
て
、
西
欧
芸
術
の
動
向

一
方
、
戦
中
の
日
本
中
心
主
義
に
支
え
ら
れ

て
曲
り
な
り
に
も
安
泰
を
誇
っ
て
い
た
伝
統
芸
術
、
日
本
画
、
書
、
邦
楽
等
々

は
甚
し
い
否
定
を
蒙
り
、

一
種
の
自
信
喪
失
に
陥
～っ
て
低
迷
を
来
た
し
た
。
そ

の
苦
境
の
中
か
ら
、
や
が
て
新
し
い
動
き
が
始
ま
り
、
日
本
画
の
分
野
で
は
昭

和
二
十
三
年

一
月
に
、
戦
前
に
お
け
る
日
本
画
壇
の
封
建
的
因
製
を
払
拭
し
て

「
世
界
性
に
立
脚
す
る
日
本
絵
画
の
創
造
」
を
期
す
る
画
家
の
組
織
、
創
造
美

術
が
発
足
す
る
。
本
校
日
本
画
助
教
授
山
本
丘
人
は
そ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の

一

人
で
あ
っ
た
。

書
道
界
で
最
初
に
こ
の
低
迷
打
開
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
本
校
講
師
石
橋
犀

水
で
あ
る
。
書
家
、

書
道
教
育
家
と
し
て
名
高
い
犀
水
は
、
昭
和
十
四
年
か
ら

比
田
井
天
来
の
後
任
と
し
て
本
校
図
画
師
範
科
の
習
字
指
導
を
担
当
し
て
い

た
。
彼
は
戦
後
小
学
校
教
育
か
ら
毛
筆
習
字
が
排
除
さ
れ
る
や
、
た
び
た
び
文

部
省
へ
復
活
の
請
願
に
行

っ
た
。
上
野
直
昭
日
記
（
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十

八
日
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
同
僚
の
尾
上
柴
舟
と
と
も
に
、
本
校
に
書
道
科
を
設

け
る
よ
う
運
動
も
し
て
い
る
。

が
紹
介
さ
れ
、
歓
迎
さ
れ
た
が
、

漆

南

天

棚

吉
田
源
十
郎
作

三
、
二
十
四
年
の
二
度
に
亙
っ
て
本
校
で
開
催
し
た
書
道
講
習
会
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
戦
後
の
書
道
界
発
展
の

―
つ
の
契
機
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
第

一
回
は
文
部
省
、
東
京
美
術
学
校
共
催
書
道
講
習
会
と
称
し
て
昭
和
二
十
三
年

六
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
二
日
ま
で
の
問
を
前
期
、
後
期
に
分
け
て
開
催
さ
れ

た
。
要
項
が
現
存
し
て
い
な
い
の
で
詳
細
不
明
だ
が
、
受
講
者
の

一
人
寺
沢
秀

（
星
虔
）
に
よ
れ
ば
、
講
師
は
石
橋
犀
水
、
村
田
良
策
、
加
藤
常
賢
、
尾
上
柴

舟
、
辻
本
史
邑
、
浅
見
喜
舟
、
田
辺
古
咄
、
井
上
桂
園
、
金
田
心
象
、
藤
田
讚

陽
、
続
木
湖
山
、
鈴
木
翠
軒
、
上
田
桑
鳩
、
高
塚
竹
堂
、
服
部
北
蓮
ら
で
あ
っ

た
と
い
う
（
「文
部
省

・
東
京
美
術
学
校
共
催
長
期
書
道
講
習
の
回
顧
」

『書
学
』
五
二

四
•

五
二
五
号
。

平
成
五
年
十

一、

十
二
月
）
。
上
野
直
昭
も
講
師
と
し
て
レ
オ
ナ

ル
ド

・
ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ
に
つ
い
て
説
く
筈
の
と
こ
ろ
停
電
で
中
止
し
た
旨
を
日

記
(
+
月
二
十
、
二
十
一
日
）
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
会
の
実
質
上
の
指
導
者

は
犀
水
だ
が
、
文
部
省
社
会
教
育
局
長
柴
沼
直
と
上
野
直
昭
を
顧
問
と
し
、
賛

助
員
二
十
六
名
を
置
き
、
そ
の
な
か
に
犀
水
は
本
校
の
中
村
正
義
、
村
田
良

策
、
尾
上
柴
舟
ら
と
と
も
に
名
を
連
ね
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
。

受
講
申
込
み
受
付
け
の
当
日
の
様
子
を
前
出
寺
沢
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る。

上
野
の
森
の
中
に
あ
る
芸
術
人
あ
こ
が
れ
の
学
校
、
そ
の
中
に
「
書
道
大

学
」
を
現
出
さ
せ
た
功
績
者
、
先
生
の
も
と
に
、
全
国
か
ら
、

書
道
内
地
留

学
生
が
殺
到
し
た
美
術
学
校
の
玄
関
受
付
は
大
混
乱
し
、
定
員
外
で
も
、
立

見
席
で
も
よ
い
と
、
嘆
願

．
哀
願
す
る
人
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。
犀
水
先
生

の
前
に
は
、
悲
願
の
人
々
が
押
し
よ
せ
、
騒
然
た
る
状
況
で
あ
っ
た
。
未
だ

彼
の
書
道
復
活
運
動
の
中
で
最
も
大
き
な
効
果
を
あ
げ
た
の
は
、
昭
和
二
十
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